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10
月
10
日
（
日
）、
の

か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
の

開
園
10
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
約

４
、０
０
０
人
の
来
園
者

が
あ
り
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
公
園
は
、“
ふ

れ
あ
い
”
を
テ
ー
マ
に
平

成
12
年
７
月
16
日
に
開
園

し
、
隣
の
和
歌
山
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
と
の
相
乗

効
果
も
あ
り
、
年
間
約

26
万
人
の
入
場
者
が
あ
り

ま
す
。
休
日
と
も
な
る
と
、

他
府
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
　

開
園
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
!!
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午
前
10
時
か
ら
、
芝
生
ひ
ろ
ば

に
こ
の
程
完
成
し
た
屋
外
ス
テ

ー
ジ
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
実
行
委
員
会
会
長
の
寺
本
町

長
が
「
都
市
と
の
交
流
の
拠
点
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
20
、
30
周
年
に

向
け
て
、
来
園
し
て
い
た
だ
き
易

い
、
よ
り
良
い
公
園
に
し
て
い
き

た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

を
は
じ
め
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

ー
や
紙
ヒ
コ
ー
キ
コ
ン
テ
ス
ト
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
芝
生
ひ

ろ
ば
に
は
、
物
産
展
や
模
擬
店
が

立
ち
並
び
、
ふ
わ
ふ
わ
コ
ー
ナ
ー

（
エ
ア
ー
ド
ー
ム
）
も
あ
り
、
家

族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
“
餅
ま
き
”
が
行
わ
れ
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
終
了
し
ま
し
た
。

  

ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

海南高校大成校舎軽音楽部

記念セレモニー

野上中学校吹奏楽部

ふわふわ
コーナー

森のひだまり市

紙ヒコーキコンテスト

動物愛護センターで行われたバルーンアート教室

海南高校美里分校和太鼓部りら創造芸術高等専修学校



人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

11
月
11
日
～
12
月
10
日
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人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
権
利
で

す
。本

町
が
め
ざ
す「
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
」は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
す
べ

て
の
町
民
が
心
豊
か
で
、
自
分
ら

し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
人
権

や
他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
を
自
分
の
課
題
と

し
て
捉
え
、
そ
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
人
権
」

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
を

提
供
し
、
自
分
自
身
に
よ
る「
気

づ
き
」を
促
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

毎
年
、
11
月
11
日
か
ら
12
月
10

日
ま
で
を「
人
権
を
考
え
る
強
調

月
間
」と
し
て
、
紀
美
野
町
人
権

委
員
会
、
人
権
擁
護
委
員
、
そ
の

他
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
啓
発

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
の
ぼ
り
の
設
置
（
町
内
各
所
）

◆
街
頭
啓
発

　

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー

　

10
月
30
日
、
11
月
23
日

◆
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
展

　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

10
月
30
日
～
11
月
３
日

◆
人
権
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
「
き
み
の
気
づ
き
５
」

　

配
布

※
生
涯
学
習
課
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
℡
４
８
９
―
５
９
１
５
）

今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ま
方
の

お
陰
で
、【
４
１
４
，
０
４
３
円
】

と
い
う
多
額
の
浄
財
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は

＊
地
域
の
非
行
防
止
の
た
め
の
環

境
浄
化
と
啓
発
活
動

＊
更
生
保
護
施
設
で
、
自
立
更
生

を
め
ざ
し
生
活
し
て
い
る
方
へ

の
激
励
、
援
助
活
動

＊
矯
正
施
設
で
、
社
会
復
帰
の
た

め
に
教
育
を
受
け
て
い
る
人
達

の
更
生
を
助
け
る
た
め
の
激
励
、

援
助
活
動

そ
の
他

＊
町
内
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯

ブ
ザ
ー
を
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
町
内
各
公
民
館
、
小
・
中
学
校

の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の

花
植
え

地
域
の
住
民
や
こ
ど
も
達
と
共

に
歩
ん
で
い
く
更
生
保
護
女
性
会

を
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
お
心
に
感
謝
し
、

紙
上
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会

　

会
員
70
人
）

会
長　

新
谷
垣
内　

悦
子

県
社
会
福
祉
功
労

知
事
表
彰  

受
賞

大
和
公
明 

氏（
長
谷
宮
）

氏
は
、
平
成
４
年
か
ら
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、
地

区
住
民
と
の
対
応
に
は
親
身
に
な

っ
て
相
談
相
手
に
な
り
、
気
軽
に

行
動
を
起
す
こ
と
で
住
民
か
ら
の

信
望
が
厚
く
賛
辞
を
え
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

『
愛
の
手
で
築
こ
う

　

明
る
い
よ
い
社
会
』

愛
の
協
賛
金
運
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間を実施します!!

～女性の人権にかかわる問題について相談に応じます。～
【期間】平成22年11月15日（月）～ 21日（日）
　　　午前８時30分～午後７時
　　　（ただし、土・日曜日においては、午前10時～午後５時）
電話番号　0570－070－810（全国共通ナビダイヤル）
※相談は無料、秘密は厳守されます。
※夫やパートナーからの暴力、ストーカーなどの女性をめ

ぐる各種の相談に応じます。
【問い合わせ】☎（０７３）４２２－５１３１
（和歌山地方法務局人権擁護課内和歌山県人権擁護委員会連合会）

平成22年度

去
る
10
月
16
日
、
紀
の
川
市
役

所
で
開
か
れ
た
和
歌
山
県
花
を
愛

す
る
県
民
の
集
い
に
お
い
て
、
さ

く
ら
草
の
会（
代
表　

鈴
木
久
枝

さ
ん　

会
員
15
名
）に
、
長
年
に

わ
た
る
地
域
の
花
づ
く
り
活
動
に

よ
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
知

事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
平
成
３
年
に
設
立
さ

れ
、
く
す
の
き
公
園
内
の
花
壇
な

ど
の
花
の
植
替
え
や
管
理
を
行
い
、

町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
公
園
の

環
境
美
化
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
10
月
５
日
、
県
民
交
流
プ

ラ
ザ「
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
」に
お
い

て
、
大
和
公
明
氏
が
長
年
に
わ
た

り
民
生
委
員･

児
童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

対
し
、
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

県
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進

功
労
者
知
事
感
謝
状 

受
賞

さ
く
ら
草
の
会

平成22年度

知事から表彰を受ける鈴木代表
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●「税を考える週間」
国税庁では、毎年11月11日から17日を「税を考える週

間」と定め、国民の皆様に税の意義や役割、税務行政の現状
について考えていただくため、様々な広報広聴活動を行って
います。
◆さらに便利で使いやすく！
　国税の申告や申請等には e -Tax がお勧めです。
　 e –Tax なら・・・
　・HP から e-Tax

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」か
ら直接電子申告ができます。

　・最高 5,000 円の税額控除
平成 22 年分の所得税の確定申告を本人の電子署名及
び電子証明書を付して、申告期限内に e-Tax で行うと、
所得税額から最高 5,000 円の控除を受けることができ
ます（平成 21 年分以前の確定申告で本控除の適用を受
けた方は受けられません。）。

　・添付書類を提出省略
医療費の領収書や源泉徴収票等の添付書類は、記載内容
を入力して送信することにより、その提出又は提示を省
略することができます（確定申告期限から３年間は、添
付書類の提出又は提示を求められることがあります。）。

　・還付金がスピーディー
e-Tax で申告された還付申告は、早期処理を行ってい
ます（３週間程度に短縮）。
※詳しくは e-Tax ホームページ
　http：// ｗｗｗ .e-tax.nta.go.jp で

●紀美野町農林商工まつりへの参加
日程　11 月 23 日（火）
場所　木の温もり広場
内容　海南納税協会青年部会が税金コーナーを設けて P R
問い合わせ　海南税務署（℡ 4 8 2 － 0 9 0 0）

平成 23 年度
保育所入所手続きのお知らせ
平成 23 年度保育所入所児童を募集します。

●対象児　紀美野町に在住し、家庭内において日々の保育に欠け集団保育
可能な児童。
満２歳以上であること。

（但し、野上第１保育所・神野保育所は満１歳以上なら可）
※誕生日の翌月より入所可能です。

●入所申込手続き
　新規に入所を申し込まれる方は、入所申請書に必要事項を記入後、添付
書類と共に、保健福祉課（総合福祉センター）または、住民室（美里支所）
に提出してください。
　なお、入所申請書は上記申込場所に備え付けています。
　また年度途中から入所を希望される方も必ず手続きをしておいてくださ
い。入所の手続きをしていない場合は、希望にそえないこともあります。
　現在通所し、引き続いて入所される場合は、保育所で入所申請書を受け
取り、受付期間内に各保育所に提出してください。

●町内保育所
　野上第１保育所　紀美野町動木１５６番地　　　℡ ４８９－２１４４
　野上第２保育所　紀美野町下佐々１３６３番地　℡ ４８９－４９５３
　神野保育所　　　紀美野町神野市場７８番地　　℡ ４９５－２０４９
　毛原保育所　　　紀美野町毛原宮２０４番地　　℡ ４９９－０１３１

●保育時間
　（通常保育）　　　平　日　　午前８時 30 分～午後　４時 30 分
　　　　　　　　　土　曜　　午前８時 30 分～午前 11 時 30 分
　（延長保育：野上第１保育所・神野保育所のみ）
　　　　　　　　　平　日　　午前７時 15 分～午後　６時 30 分
　　　　　　　　　土　曜　　午前７時 15 分～午後　１時 00 分

●受付期間　　　　平成 22 年 11 月１日（月）～ 11 月 30 日（火）

詳しくは、
紀美野町総合福祉センター内保健福祉課（℡４８９－９９６０）
または美里支所住民室（℡４９５－３４６４）にお問い合せください。

～相続又は贈与等に係
る生命保険契約や損害
保険契約等に基づく年
金の税務上の取扱いの
変更について～

この度、遺族の方が年金として受給
する生命保険金のうち、相続税の課税
対象となった部分については、所得税
の課税対象にならないとする最高裁判
所の判決がありました。そこで、この
ような年金に係る税務上の取扱いを改
めることとしましたので、お知らせし
ます。これにより、平成 17 年分から
平成 21 年分までの各年分について所
得税が納めすぎとなっている方につき
ましては、その納めすぎとなっている
所得税が還付となります。

お手数をお掛けしますが、必要なお
手続き（更正の請求又は確定申告など）
をしていただきますようお願いいたし
ます。

この取扱いの変更の対象となる方
や所得税の還付のお手続きについて
は、国税庁ホームページ【www.nta.
go.jp】をご覧いただくか、所轄の税
務署にお問い合わせください。

※平成 17 年分について、早い方は平
成 22 年 12 月末が還付できる期限
となりますので、お早目のお手続き
をお願いします。

※受け取られた年金の受給権が相続税
や贈与税の課税対象となる場合は、
実際に相続税や贈与税の納税額が生
じなかった方も対象となります。

海南税務署からのお知らせ
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警
察
署
の
大
浦
交
通
課
係
長
か
ら

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
重
点

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
後
、

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会（
８
ホ
ー

ル
）の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。（
敬
称
略
）

【
男
性
】

優　

勝　

高
垣　

正
幸（
下
佐
々
）39

準
優
勝　

東　
　
　

宏（
鎌　

滝
）41

３　

位　

上
芝　

啓
二（
福　

井
）43

【
女
性
】

優　

勝　

山
本　

芳
子（
福　

田
）39

準
優
勝　

橘
本　

陽
子（
毛
原
宮
）46

３　

位　

池
本
タ
マ
ミ（
福　

井
）46

９
月
22
日
、
第
４
回
シ
ル
バ
ー

交
通
安
全
大
学
が“
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
か
い
な
ん
”で
開
か

れ
ま
し
た
。

受
講
者
８
名
は
、
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
か
い
な
ん
の
職
員
か

ら
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
の
実

態
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

教
習
コ
ー
ス
に
お
い
て
乗
車
時
に

お
け
る
死
角
を
把
握
し
た
り
、
Ａ

Ｂ
Ｓ（
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
ブ
レ
ー
キ

シ
ス
テ
ム
）の
機
能
等
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学
は
、

高
齢
者
の
方
に
交
通
安
全
の
知
識

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
地
域

の
模
範
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
開

い
て
い
る
も
の
で
、
今
年
５
月
に

開
校
し
、
講
座
が
５
回
実
施
さ
れ

ま
す
。

交
通
安
全
高
齢
者
教
室

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
　

開
か
れ
る
！

交
通
安
全
の
知
識
を

　
　
身
に
つ
け
よ
う
!!

教
習
所
の
コ
ー
ス
で
実
技
講
習

9
月
16
日
、
仁
坂
知
事
が
紀
美

野
町
の
定
住
支
援
活
動
を
視
察
に

訪
れ
ま
し
た
。
美
里
支
所
に
て
座

談
会
が
開
か
れ
、
き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
の
理
事
ら
16
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
の

平
井
理
事
長
と
寺
本
町
長
の
歓
迎

の
挨
拶
や
活
動
の
取
り
組
み
内
容

説
明
の
後
、
仁
坂
知
事
か
ら
県
が

推
進
し
て
い
る
体
験
型
観
光
ほ
ん

ま
も
ん
体
験
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
定
住
さ
れ
た
方
数

名
に
、
定
住
に
至
っ
た
経
緯
や
近

況
な
ど
を
報
告
い
た
だ
き
、
仁
坂

知
事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
今
後
の
活

躍
に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

仁
坂
知
事
、定
住
支
援

活
動
を
視
察
訪
問

９
月
16
日
、
農
村
総
合
セ
ン
タ

ー
で
第
５
回
紀
美
野
町
交
通
安
全

高
齢
者
教
室
・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
91
名（
男
性
49
名
・
女
性

42
名
）は
、
高
齢
者
教
室
で
海
南

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
で

は
、
9
月
26
日（
日
）に
滋
賀
県
湖

北
地
方
へ
視
察
研
修
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
休
校
中
の
小
中
学
校
を

会
場
と
し
た
イ
ベ
ン
ト「
田
舎
暮

ら
し
フ
ェ
ス
タ
」と
移
住
希
望
者

の
た
め
の
古
民
家
宿
泊
体
験
施
設

「
大
門
坂
荘
」を
訪
れ
ま
し
た
。
湖

北
地
方
に
は
、
住
民
主
体
の
田
舎

暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

団
体
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
の
一
つ「
伊
吹
の
源
流
を
考
え

る
会
」は「
地
元
の
方
や
移
住
者
の

方
と
じ
っ
く
り
膝
を
付
き
合
わ
せ

て
話
を
し
、
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
く
場
が
大
切
だ
」と
考
え
、
大

門
坂
荘
を
は
じ
め
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
我
々
も
そ
う
い
っ
た
場
や
機

会
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を

　
支
援
す
る
会
だ
よ
り

高齢者教室

上位入賞者の皆さん

乗車時における死角の把握をする受講者

古民家宿泊体験施設「大門坂荘」にて



2010.11 6

平成22年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：１１月　８日（月）・２２日（月）	 ℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：１１月　２日（火）・１６日（火）	 ℡４８９－４９５３
○神 野 保 育 所：１１月１０日（水）・１７日（水）	 ℡４９５－２０４９
○毛 原 保 育 所：１１月１０日（水）・２４日（水）	 ℡４９９－０１３１

★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡489－2144まで〉
　※留守の場合は、野上第1保育所

○コアラ　　　１１月　９日（火）９：３０～１１：３０　子育て支援センター（お散歩）
○カンガルー　１１月１６日（火）９：３０～１１：００　総合福祉センター（プレイルーム）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】動木156（℡489－2144）毎週月曜日（9:00～11:30・14:00～16:30）第1,3,5週の木曜日（9:00～11:30）
【自然体験世代交流センター】鎌滝636（℡495－3127）毎月第2,4週の木曜日（9:30 ～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。	

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

11 月　８日（月）14：00 ～ 16：00
11 月 22 日（月）14：00 ～ 16：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 11 月　８日（月）14：00 ～ 16：00
11 月 22 日（月）14：00 ～ 16：00

検 便 11 月　８日（月）14：00 ～ 16：00
11 月 22 日（月）14：00 ～ 16：00

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

11 月　４日（木）　14：00 ～
11 月 10 日（水）     ９：00 ～
11 月 24 日（水）　13：30 ～
※予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

11 月　８日（月）15：00 ～ 16：00
11 月 22 日（月）15：00 ～ 16：00
※予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　９：00 ～ 17：00

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

■場所：総合福祉センター
■とき：１０日、１７日、２４日（水曜日）
■時間：午前９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談
　　　　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知
り、今後のよりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相
談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ち
の方は、必ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測
定もおこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
　〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
　〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内　〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

保健センターだより



歯に自信のある方募集
　紀美野町では、全国的にも展開されている ８

ハチマルニイマル
０２０

運動（80歳になっても自分の歯を20本以上残そう！
という運動）を実施しています。８０２０達成者は“健
康で元気”と言われていますので、そんな方々が増える
と、紀美野町はより一層元気な町になりますね。
　そこで今回、下記に該当する方に、歯科優良者として
表彰状を進呈させていただきますので、歯に自信のある
方は、ぜひお申し込み下さい。

記
《対　象》（平成 22 年 11 月１日現在）80 歳以上で、
自分の歯が 20 本以上残っている方で、歯に自信のある
方。（なお、昨年度までに表彰された方は対象外とします）
《申し込み方法》11月26日(金)までに、下記へ電話に
てお申し込み下さい。
☆お申し込みいただいた方には、表彰審査のため、事前
に調査させていただくことがあります。ご了承下さい。

～お申込み・お問合せはこちらへ～
保健福祉課　℡ ４８９－９９６０
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　花野原の森下富夫さんは、大正15年生まれで現在84歳です。
　20年ほど前、真国の重谷さんを訪ねた富山の薬売りの方の『こ
この土地は薬草が多く恵まれている』という言葉がきっかけで、近
くの人たちと一緒に勉強を始め、現在薬草を食べる会の代表になっ
ています。
　今回は、『薬草を食べる会』の会員の方が多く参加している『け
やき転ばん塾』をお訪ねして塾のみなさんにもお話しを伺いましま
した。
　運動が始まる前に、桑やウコンなど10種類以上の薬草で作った
お茶と、柿飴と栗の蒸しパンの差し入れなどもいただきました。
　『薬草を食べる会』は、十薬やヨモギなど地元で古くから利用し
ていたものを先輩に聞くだけでなく、本や多方面の方から薬草の勉
強をされ、3世代交流事業で薬草をてんぷらにして食べたり、独自
のカレンダーを作ったりされてきました。
　天然の抗生物質が含まれるといわれる「エキナセア」の花や、前
立腺の病気にいいと言われる「イノモト草」を見せていただき、そ
の他多くの薬草の効能なども皆さんから教えていただきました。
　「エキナセア」は、風邪薬として認めている国もあるそうで、取り寄せて栽培し、今まで多くの方に株分けをされてい
るそうです。
　森下さんは、６～ 7年前前立腺がんのため、医師から手術を勧められたようですが、手術も放射線治療も受けず病院
の薬と薬草を続けているお陰か、PSA（前立腺特異抗原）の数値が高いものの安定しているようで、残尿や痛みなどな
く日常生活に全く支障がないようです。
　また、1年程前胃の手術も経験されましたが、退院直後から1日も欠かさず畑に出て、今は毎週『けやき転ばん塾』に
参加されています。
　皆さんは、薬草に詳しく、上手に生活に取り入れているためか、若々しく素敵な笑顔でした。

障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

11月２日（火）
美　里　支　所　　9時30分～正午
総合福祉センター 13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

11月17日（水）
美　里　支　所　　9時30分～正午
総合福祉センター 13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  ℡ 483-0454
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

【問い合わせ】保健福祉課（℡ ４８９－９９６０）

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう!!～

【個別健診（医療機関受診）のお知らせ】
★医療機関（紀美野町・海南市内）での個別健診（国保特定健診・
がん検診）について★
■国保特定健診対象者
　40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
  （※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、そ

れぞれの医療保険者にご確認ください。）
■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、が

ん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。
　＊22年度の集団健診は11月７日（日）で終了します。

～ご注意下さい～
医療機関（紀美野町・海南市内）での個別健診（国保特定健診・
がん検診）を受けられる場合、事前に医療機関に連絡してから、
お受け下さい。尚、胃がん検診は朝食を摂られた場合、検査でき
ませんので、ご注意下さい。

詳細は保健福祉課までお問合せください。
保健福祉課：℡ ４８９－９９６０（総合福祉センター内）

健康実践インタビュー　（第7回  薬草を食べる会）　　　平成22年10月5日
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従
業
員
の
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い

事
業
者
の
方
へ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

給
与
支
払
者
が
、
所
得
税
の
源
泉

徴
収
と
同
様
に
、
毎
月
、
従
業
員

に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税

（
市
町
村
民
税
＋
県
民
税
）を
徴
収

し
、
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。法

律
等
の
定
め
に
よ
り
、
給
与

を
支
払
う
事
業
者
は
、
原
則
と
し

て
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
個

人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課（
℡

４
８
９
―
５
９
０
５
）ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
発
行

さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整・確
定
申
告
ま

で
大
切
に
保
管
を
！
～

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
が
対
象
で
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書（
又
は
領
収
証

書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書

を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。「社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の
ご

照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き

に
表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
平

成
23
年
３
月
15
日
ま
で
）

℡
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
７

＊
通
話
料
金
は
、
一
般
の
固
定
電

話
の
場
合
、
市
内
通
話
料
金
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ

し
、
携
帯
電
話
の
場
合
は
全
額

お
客
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
、
℡
０
３

―
６
７
０
０
―
１
１
３
０
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
の
番

号
の
通
話
料
金
は
、
全
額
お
客

様
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
国
民
年
金
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は

住
民
課　

４
８
９
―
５
９
０
３

住
民
室　

４
９
５
―
３
４
６
４

児
童
扶
養
手
当
の
父
子
家
庭

へ
の
支
給

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
８

月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
の
父
も

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な

っ
て
お
り
ま
す（
所
得
制
限
あ
り
）。

平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
紀
美

野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健

福
祉
課
ま
た
は
、
美
里
支
所
住
民

室
に
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
30
日
を
過
ぎ
ま
す
と
申
請
の

翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

保
健
福
祉
課　

 

℡
４
８
９
―
９
９
６
０

こ
ん
な
と
き
、住
民
異
動
の

届
出
が
必
要
で
す

転
入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
構
成

等
が
変
わ
る
と
き
は
、
原
則
と
し

て
14
日
以
内
に
住
民
異
動
届
出
が

必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
等
に
つ
き
ま
し

て
も
、
住
所
の
変
更
に
と
も
な
う

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
は
、
印
鑑
・
身
分
証

明
書
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

本
人
ま
た
は
、
本
人
と
同
じ
世

帯
以
外
の
方
が
届
出
を
行
う
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
に
な
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁　

住
民
課

（
℡
４
８
９
―
５
９
２
０
）

美
里
支
所　

住
民
室

（
℡
４
９
５
―
３
４
６
３
）

「
１
人
で
も
雇
っ
た
ら
、入
ろ

う
。労
働
保
険
」11
月
１
日
か

ら
30
日
ま
で
は
、労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間
で
す

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
労
働

保
険
と
は
、
労
働
者
災
害
補
償

保
険（
一
般
に「
労
災
保
険
」と
い

う
。）と
雇
用
保
険
と
の
総
称
で
、

保
険
給
付
は
各
保
険
制
度
で
別
に

行
わ
れ
ま
す
が
、
保
険
料
の
徴
収

等
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
一
体

の
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
き
、
労
働
者（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）を
一
人

で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
す

べ
て
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
成
立
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

加
入
手
続
な
ど
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
和
歌
山
労
働
局
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定

所
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
労
働
基
準
監
督
署　

和
歌
山

　

℡
４
８
８
―
１
２
０
２

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安

定
所
）
海
南

　

℡
４
８
３
―
８
６
０
９

★国勢調査へのご回答ありがとうございました。
★皆さんの調査票は、厳重な管理の下、現在審査中です。
★人口・世帯数の速報結果については、平成23年2月ごろに公表されます。

国勢調査
ただいま審査中！

問い合わせ　 企画管財課（℡489－5913）



2010.119

やすらぎ園職員募集
職　　　種 募集人数 募集条件

調理職員　（臨時職員） 若干名 不　問
調理職員（パート職員） 若干名 不　問

【給　　与】   ①調理職員：日額 6,500 円
②調理職員（パート職員）：時給 820 円
①は別途各種手当（通勤手当、時間外、宿日
直、休日勤務手当）有
※①は 6 ヶ月経過後、月額職員に登用の途
有り / 月給 150,000 円
※手当は、上記及び賞与有

【勤務時間】   ①については、土・日・祝日勤務でフルタイ
ム（8 時間）勤務、宿日直勤務（12 時間）
が可能な方
②については、16:30 ～ 19:30 までの間
の勤務が可能な方

【待　　遇】   ①については各種社会保険完備、退職金制度
有、昇給制度有

【応　　募】電話連絡の上、履歴書（写真貼付）持参下さい。

申し込み・問い合わせ
〒 640-1121　海草郡紀美野町下佐々 1408 番地７
海南海草老人福祉施設事務組合
特別養護老人ホームやすらぎ園　事務局（489-3631）

「和歌山地場産フェア」開催 !!
和歌山地域の地場産品を一堂に展示し、流通業者及び一般
消費者に地場産品の良さを広くPRするとともに、異業種
間の交流を深め、地場産業の活性化に寄与することを目的
に、和歌山地場産フェアを開催します。

【内　容】　・新製品・パネル等の展示
・体験コーナー（保田紙の紙すき、漆器蒔絵及

び桐の小物作り）
・実演コーナー（パイル織物の再織の実演）
・地場産品即売会
入場無料。この機会に伝統ある和歌山の地場産
業をご覧ください。

【日　時】   平成22年11月27日（土）～ 28日（日）
10:00 ～ 17:00

【会　場】   和歌山地域地場産業振興センター
お問合せ先　 （財）和歌山地域地場産業振興センター
〒641-0012　和歌山市紀三井寺８５６番地
　　　　　　　　　　　  ℡  073-447-3334（代）

小規模企業共済制度のご案内
　小規模企業共済制度は、個人事業主または会社等の役員
の方が事業をやめられたり退職されたりした場合に、生活
の安定や事業の再建を図るための資金をあらかじめ準備し
ておく国がつくった共済制度で、いわば「小規模企業の経
営者のための退職金制度」といえます。
　この制度の特徴は、掛金は全額所得控除。受け取る共済金
も退職所得扱い又は公的年金等の雑所得扱いとなります。
　詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会・商工会
議所・青色申告会・金融機関の本支店の窓口で取扱いして
います。制度の運営は、独立行政法人中小企業基盤整備機
構が行っています。
中小企業基盤整備機構共済制度
URL　http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html
中小企業基盤整備機構コールセンター
℡ 050-5541-7171

経営セーフティ共済（中小企業倒産
防止共済制度）のご案内
　経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産が原因で、
経営悪化の危機に直面してしまったときに資金を借入れる
ことができる制度で、中小企業を守るために国がつくった
共済制度。無担保・無保証人で、積み立て掛金の 10 倍の
範囲内（最高 3,200 万円）で被害額相当の共済金が借入
れ可能。毎月の掛金も税法上、必要経費または損金に算入
できます。詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会・
商工会議所・金融機関の本支店の窓口で取扱いしています。
制度の運営は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が行っ
ています。
中小企業基盤整備機構共済制度
URL　http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html
中小企業基盤整備機構コールセンター
℡　050-5541-7171

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科 
・テクニカルオペレーション科（企業実習付）概ね40歳未満
・テクニカルメタルワーク科
・ビル管理科
訓練期間　平成23年１月７日 (金)  ～ 6月 30日 (木)
募集期間　平成22年11月５日 (金)  ～ 12月３日 (金)
受講料　　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先
独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター訓練課
℡０７３（４６１）１５３２　

地下鉄サリン事件の時効廃止!!
私たちはさがします!! 見つけ出すまで･･･

　　　オウム真理教関係手配被疑者
　　　　　　　　　　　　　　　　

懸賞金・報奨金で最大５００万円
　あなたの情報が検挙に結びついた場合には、被疑者一人
当たり、民間で組織されたオウム真理教特別手配被疑者検
挙のための懸賞広告実行委員会から２００万円、警察庁か
ら捜査特別懸賞金として３００万円を上限とする報奨金が
それぞれ支払われます。

「あれっ？似てるんちゃう？」と思ったら迷わず
最寄りの交番・駐在所・警察署・110番までご連絡ください。

和歌山県警察本部（０７３）４２３－０１１０
海南警察署（０７３）４８２－０１１０

依然逃走中!!

戦後強制抑留者の皆様へ
　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金の請求受付
が、平成22年10月25日（月）から始まりました。
・対象者は、戦後強制抑留者で平成22年6月16日に日本
　国籍を有するご存命の方です。
・請求受付期間は、平成 22 年 10 月 25 日～平成 24 年

3 月 31 日です。
・当基金から請求書類をお送りします。まだ、お手元に届

いていない方は、当基金にお電話ください。
（ご連絡先・お問い合わせ先）独立行政法人平和記念事業特別基金
事業部特別給付金担当0570－059－204（ナビダイヤル）

（IP電話、PHSからは03－5860－2748）
受付時間  平日9:00 ～ 18:00

（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）

平
ひら

田
た

　信
まこと

45歳
183cmくらい

公証役場事務長
逮捕監禁致死事
件で手配

高
たか

橋
はし

克
かつ

也
や

52歳
173cmくらい

地下鉄サリン事
件等で手配

菊
きく

地
ち

直
なお

子
こ

38歳
159cmくらい

地下鉄サリン事
件で手配



国
道
３
７
０
号
線
美
里
バ

イ
パ
ス
の
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー

前
か
ら
白
龍
橋
間
（
約
１
．

５
キ
ロ
）
午
前
10
時
～
午
後

０
時
30
分
ま
で
全
面
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
交

通
安
全
、
通
行
止
め
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
!!

■
お
問
合
せ　

野
上
中
学
校　

山
下　

電
話
（
４
８
９
）
２
４
５
９

秋
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
の
ご
案
内

■
日
時　

11
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
集
合（
時
間
厳
守
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
和
室
研
修
室

■
申
込
み
締
切　

11
月
18
日
（
木
）
中
央
公
民
館

ま
で

■
参
加
者　

ど
な
た
で
も
（
プ
ロ
は
除
く
）

■
参
加
費　

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

（
い
ず
れ
も
昼
食
費
含
む
。
当

日
徴
収
し
ま
す
。）

■
賞　優

勝
・
準
優
勝
・
３
位
・
飛
び

賞
及
び
参
加
賞

■
備
考　

囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
５
回

戦
・
将
棋
は
総
平
手
戦
で
申
込

み
多
数
の
時
、
分
か
れ
て
競
技

し
ま
す
。

■
主
催　

　

囲
碁
部
・
将
棋
部

（
紀
美
野
町
文
化
協
会
）

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

2010.11 10

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

第
14
回　

町
民
大
学
講
座
（
入
場
無
料
）

ー
通
行
止
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ー

親
父
の
読
み
聞
か
せ
第
２
弾
！

今
度
は
親
父
が
…
『
我
が
家
の
読
み
聞
か
せ
、
し
ち
ゃ
う
ぞ
！
』

11
月
３
日
（
祝
）
文
化
セ
ン
タ
ー

幼
い
頃
か
ら
、
父
・
柳
生
博
氏

の
影
響
で
自
然
に
触
れ
、
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
学
び
、
２
０
０
１
年
よ
り
「
世

界
ら
ん
展
日
本
大
賞
」
審
査
員
を

務
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
趣
味

の
園
芸
」
に
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
と

し
て
長
年
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
八
ヶ
岳
で
の
生

活
を
通
し
て
発
見
し
た
こ
と
や
、

楽
し
み
な
が
ら
自
然
と
付
き
合
っ

て
い
く
方
法
な
ど
を
お
話
い
た
だ

き
ま
す
。　

■
宇
宙
と
星
空
講
座

「
自
然
到
処
有
天
文

　
　
　

天
文
到
処
有
自
然
」

　
　
　

み
さ
と
天
文
台
研
究
員

■
出
張
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
ロ
ビ
ー
）

血
圧
・
骨
密
度
測
定
な
ど

■
時
間　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

（
30
分
前
開
場
）

■
整
理
券
配
布
場
所

中
央
公
民
館　

文
化
セ
ン
タ
ー

美
里
支
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館　

真

国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

※
時
間
は
各
施
設
就
業･

開
館
時
間
中
で
す
。

■
お
問
合
せ　

中
央
公
民
館

「
自
然
の
恵
み
と
暮
ら
す
」～
柳
生
真
吾
の
八
ヶ
岳
だ
よ
り
～

講　師
柳生真吾氏
（園芸家）

第
５
回
紀
美
野
町
文
化
祭

　

10
月
30
日
～
11
月
１
日
の
３
日

間
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

文
化
の
秋
・
芸
術
の
秋
を
存
分

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
中
央
公
民
館
（
展
示
会
・
茶
席
）

■
文
化
セ
ン
タ
ー

（
展
示
会
・
児
童
発
表
会
・

　

芸
能
大
会
・
茶
席
）

■
お
問
合
せ　

中
央
公
民
館

※
文
化
祭
チ
ラ
シ
の
訂
正

今
年
は
児
童
発
表
会
に
「
傘
踊

り
」
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
道
３
７
０
号
線
美
里
バ
イ
パ
ス

11
月
21
日
（
日
）
第
62
回 

和
歌
山
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
駅
伝
競
走
大
会

　
　

■
ス
タ
ー
ト
：（
女
子
）
午
前
10
時
・（
男
子
）
午
前
11
時
15
分

12
月
5
日
（
日
）
第
59
回 

近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
駅
伝
競
走
大
会

　
　

■
ス
タ
ー
ト
：（
女
子
）
午
前
10
時
30
分
・（
男
子
）
午
前
11
時
45
分

『
体
験
型
の
我
が
家
の
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト
』
を
開
催
し
ま
す
。
我

が
家
で
読
み
聞
か
せ
を
し
た
い
方
も
、
親
父
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
興
味
の

あ
る
方
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
20
日（
土
）午
後
２
時
～
午
後
３
時（
午
後
１
時
か
ら
開
館
）

■
場
所　

海
南
高
校
大
成
校
舎
図
書
館

※
詳
し
く
は
、
海
南
高
校
大
成
校
舎
（
４
８
９
）
２
０
６
９
ま
で
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放
課
後
子
ど
も
教
室

　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
中
央
公
民
館

10
日　
か
く
れ
ん
ぼ
絵
本
づ
く
り

17
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

24
日　

ハ
ン
ド
ベ
ル
に

　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
♪

■
文
化
セ
ン
タ
ー

10
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

17
日　

折
っ
て
合
せ
て

　
　
　
　
　

パ
ズ
ル
で
遊
ぼ
う

24
日　

大
カ
ル
タ
を
作
ろ
う

◎
準
優
勝　

南
條
俊
樹
（
ス
コ
ア

46
）

・
個
人
女
子
の
部　

◎
優
勝　

大

谷
恒
子
（
ス
コ
ア
50
）
◎
準
優
勝

東
潤
子
（
ス
コ
ア
51
）

・
団
体
男
子
の
部　

◎
優
勝　

チ

ー
ム
２
０
７
（
湯
上
敏
夫
・
仲
尾

元
雄
・
原
利
治　

合
計
ス
コ
ア

１
５
４
）
◎
準
優
勝　

毛
原
Ａ

チ
ー
ム
（
吉
田
頴
弘
・
中
本
侑

喜
・
南
條
俊
樹　

合
計
ス
コ
ア

１
５
８
）

・
団
体
女
子
の
部　

◎
優
勝　

福

田
チ
ー
ム
（
仲
節
子
・
井
上
満
智

子
・
妹
背
ト
ミ
コ　

合
計
ス
コ
ア

１
６
３
）
◎
準
優
勝　

毛
原
レ
デ

ィ
ー
ス
Ａ
（
橘
本
陽
子
・
弓
庭
美

鶴
・
福
岡
規
子　

合
計
ス
コ
ア

１
７
７
）

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

◎
優
勝　

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ツ
Ｂ

（
中
畑
秀
行
・
山
﨑
篤
則
・
中
畑

充
代
・
的
場
佐
夜
子
・
下
垣
内
真

司
・
筒
井
い
づ
み
）
◎
準
優
勝　

ポ
エ
ッ
ト
黒
Ｂ
（
加
藤
隆
宏
・
加

藤
知
弥
・
阪
口
結
希
・
吉
野
未

来
・
中
西
如
水
）

【
ペ
タ
ン
ク
】

◎
優
勝　

有
の
木
Ａ
（
大
家
康

男
・
池
原
秋
子
・
原
百
合
子
）
◎

準
優
勝　

吉
野
（
神
野
喜
文
・
中

谷
正
次
・
坂
垣
内
祥
泰
）

【
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
】

◎
優
勝　

第
一
分
団
Ａ
（
坂
本
健

明
・
穂
谷
和
矢
・
井
堰
哲
明
・
小

椋
孝
也
）
◎
準
優
勝　

チ
ー
ム
小

川
（
村
畠
康
秀
・
新
谷
久
里
子
・

南
敏
夫
・
南
智
子
）
（
敬
称
略
）

<

実
行
委
員
長
　
石
井
雅
規
君
の
感
想>

こ
の
三
日
間
、
普
段
は
自
分
た
ち

で
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
料
理

や
洗
濯
な
ど
の
貴
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
活
か
し
、
家
に
帰
っ
た
ら
少

し
で
も
家
族
の
手
伝
い
を
し
た
い

で
す
。

図
書
室
だ
よ
り
〜
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
〜

【
百
冊
】

桑
添　

俊
典
（
第
２
保
）

東
浦　

史
歩
（
下
小
２
年
）

【
九
百
冊
】

佐
々
本　

響
樹
（
野
小
４
年
）

下
佐
々
に
お
住
ま
い
の
横
手
博

子
さ
ん
が
執
筆
さ
れ
た
『「
狭
」

は
心
の
友
』
を
中
央
公
民
館
図
書

室
へ
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成　

年
度
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

平
成
21
年
度
、
22
年
度
に
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
り
、
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
功

績
の
あ
っ
た
方
に
、
紀
美
野
町
体

育
協
会
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
み
な

さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

《
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
受
賞
者
》（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

◎
中
浴
孝
哉

「
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競

技
大
会
和
歌
山
県
大
会
」１
１
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
優
勝

「
和
歌
山
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
」１
１
０ｍ
ハ
ー
ド
ル
優
勝

◎
杉
岡
大
輝

◎
中
谷
風
太

◎
三
宅
洋
平

「
平
成
21
年
度
和
歌
山
県　

中

学
校
駅
伝
競
走
大
会
」
優
勝

「
全
国
中
学
校
駅
伝
競
走
大

会
」
出
場

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

◎
中
浴
成
美

◎
日
裏
ひ
な
の

「
平
成
22
年
度
和
歌
山
県
小
学

生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
兼
第

26
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
大
会
和
歌
山
県
予
選
会
」
小

学
５
・
６
年
女
子
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
の
部
優
勝

新刊紹介　■文化センター
・「逃げる」

永井するみ・著
・「オスカー　天国への旅立ちを知らせる猫」

ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ ･ﾄﾞｰｻ・著
・「子どもを賢く育てる暮らし方」

　陰山英男・著
・「おいしい手づくり調味料」

　杵島直美・著
・「カッパのあいさつ」

高畠那生・著
・「３ぷんもまてないよ」

土屋富士夫・著
・「ルルとララのシャーベット」

あんびるやすこ・著

第
５
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
結
果

10
月
11
日(

月)

秋
晴
れ
の
下
、農

村
総
合
セ
ン
タ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
公
園

に
て
、第
５
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。総
勢
２
３
３
名
の
参
加

者
が
集
い
、ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ(

９
ホ
ー

ル
プ
レ
ー)

、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ペ

タ
ン
ク
、カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
４
種
目
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、ス

ポ
ー
ツ
公
園
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、和
歌
山
大
学
、甲
友
ク
ラ
ブ
他

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
ホ
ッ
ケ
ー
の
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

《
競
技
成
績
》

【
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
】

・
個
人
男
子
の
部　

◎
優
勝

湯
上
敏
夫
（
ス
コ
ア
46
）

22

通
学
合
宿
が
無
事
終
了

◎
前
久
保
雄
貴

「
平
成
22
年
度
和
歌
山
県
小
学

生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
兼
第

26
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
大
会
和
歌
山
県
予
選
会
」小

学
６
年
生
男
子
８
０
０ｍ
の
部
優

勝
【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

◎
前
中
徹
哉

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
部
部
長
歴
19
年
、

ペ
タ
ン
ク
部
副
部
長
在
任
４
年

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞
】

◎
森
下
康
彦

野
上
卓
友
会
在
籍
11
年
６
ヶ

月
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
指
導
的
役

割
を
担
う
。ま
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
指
導
員
と
し
て
も
活
躍

◎
潰
崎
光
子

野
上
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
指
導
者
歴
26
年　

!!
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わ
が
町
サ
ー
ク
ル
（
美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
部
員
募
集
中
!!

「
ス
キ
ー
雪
国
体
験
」　

　
　

中
止
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
は
実
施
し
ま
せ
ん

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

天
文
台
か
ら
の
お
知
ら
せ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
臨
時
休
止

■
日
時　

11
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

（
長
谷
毛
原
中
学
校
の
文
化
祭

へ
出
展
す
る
た
め
）

※
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
野

球
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
時
に
は
厳

し
く
辛
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ベ
を
、
一

つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
成
長
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
、
下
神
野

小
学
校
と
小
川
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
で
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

24
人
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
下

神
野
小
学
校
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
、
毎
週
土
曜
、
日
曜
に
練
習

や
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ

ビ
や
ゲ
ー
ム
で
休
日
を
過
ご
す
よ

り
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
て
み
ん

な
と
一
緒
に
野
球
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
最
初
は
誰
で
も
下
手
で

す
。
指
導
者
や
上
級
生
か
ら
教
え

て
も
ら
い
、
少
し
ず
つ
上
手
に

な
っ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
築
き
、

そ
の
中
で
思
い
や
り
や
感
謝
の
気

持
ち
を
学
ん
で
、
み
ん
な
と
一
緒

に
楽
し
い
小
学
生
時
代
の
思
い
出

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
一
生

の
宝
物
に
な
り
ま
す
。
体
験
入
部

も
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ　

美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

会
長　

中
前
貴
康　

電
話
（
４
９
５
）
２
２
７
５

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
五
十
五

「
問と

わ
ず
語が
た

り
」
の
巻

　
　
　
　（
先
月
号
の
続
編
）

　
　
　
　
町
誌
編
纂
室
　
森
下
誠

と
こ
ろ
が
幕
府
か
ら
の
召
喚
で

も
経
費
は
す
べ
て
地
元
負
担
、
一

揆
は
物
心
両
面
で
深
い
後
遺
症
を

村
々
へ
残
し
ま
す
が
、
一
揆
の
指

導
者
た
ち
は
こ
の
事
も
織
り
込
み

済
み
で
、
あ
ら
か
じ
め
事
後
処
理

の
責
任
者
を
決
め
て
い
ま
す
。
選

ば
れ
た
の
が
前
記
の
鎌
瀧
の
長
左

衛
門
で
、
彼
が
処
刑
を
免
れ
生
き

残
れ
る
よ
う
に
、
決
起
直
前
に
呼

び
か
け
人
連
名
帳
か
ら
名
前
を
は

ず
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
彼
は
実

行
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
釈
放
さ
れ
、
多
難
な
戦
後
処

理
に
あ
た
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

一
揆
そ
の
も
の
は
、
庄
屋
二
人
を

含
む
百
姓
七
人
が
江
戸
小
伝
馬
町

の
牢
内
で
死
亡
し
、
菅
沢
の
庄
屋

弥
市
郎
が
獄
門
と
い
う
苛
酷
な
結

末
を
迎
え
ま
す
。
全
員
美
里
の

村
々
の
幹
部
で
し
た
。

さ
て
そ
の
牢
屋
で
す
が
、
こ
の

時
代
は
牢
に
入
る
際
「
牢
見
舞
」

と
い
う
持
参
金
が
必
要
で
し
た
。

こ
れ
が
こ
の
会
計
報
告
に
「
入
牢

入
用
」
と
し
て
計
上
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
法
定
費
用
で
は

な
い
よ
う
で
す
が
、
い
わ
ば
牢
内

先
輩
た
ち
へ
の
挨
拶
料
、
当
然
多

い
ほ
ど
待
遇
が
良
く
な
る
の
で
、

「
地
獄
の
沙
汰
も
金
次
第
」
な
る

名
文
句
を
生
み
ま
し
た
。
実
は
か

の
吉
田
松
蔭
は
、
密
航
が
ば
れ
て

入
牢
す
る
時
こ
の
し
き
た
り
を
知

ら
ず
、
手
ぶ
ら
で
入
っ
て
い
じ
め

に
あ
い
、
慌
て
て
家
元
か
ら
お
金

を
取
り
寄
せ
た
と
い
う
話
が
あ
り

ま
す
。
さ
て
く
だ
ん
の
南
畑
の
三

人
、
持
参
金
が
効
い
た
の
か
九
月

十
一
日
江
戸
を
出
発
、
十
月
の
一

日
に
無
事
帰
村
し
ま
し
た
。
以
来

二
百
三
十
余
年
、
高
野
寺
領
で
は

事
件
の
記
憶
を
意
識
的
に
封
印
し

て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
一
揆

の
「
い
」
の
字
も
な
い
こ
の
文
書

は
、
行
間
で
ご
先
祖
た
ち
の
苦
労

を
雄
弁
に
語
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。

若
者
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
や
悩
み
に
対
応
す
る
た
め
、「
若

者
総
合
相
談
窓
口
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｙ

ｏ
ｕ
（
ウ
イ
ズ
・
ユ
ー
）」
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。相
談
窓
口
で
は
、

専
門
の
相
談
員
が
お
お
む
ね
15
歳

以
上
の
若
者
と
そ
の
家
族
な
ど
を

対
象
に
自
立
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
受
け
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
就
学
・
就
労
な
ど
円
滑
な

社
会
生
活
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
な
わ
れ
ま
す
。相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

「
若
者
総
合
相
談
窓
口
」
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
・
Ｙ
ｏ
ｕ

■
電
話
相
談

（
４
２
８
）
０
８
７
４

■
受
付
時
間　

月
～
金
９
時
～
17
時

（
祝
日
、
年
末
、
年
始
を
除
く
）

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談

（
４
２
８
）
０
８
８
０

■
メ
ー
ル
相
談

http://w
ith-you-w

akayam
a.

jp（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
に
入
力
）

■
お
問
合
せ

和
歌
山
県
青
少
年
男
女
共
同
参

画
課
自
立
支
援
班

（
４
４
１
）
２
５
５
５
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  天文台だより
　プラネタリウム「夢宙空間」

研究員　　小澤友彦　

天文台にプラネタリウムがやってきておよ	
そ半年。夏休みを中心に約１５００人（９月	
末現在）がプラネタリウムを眺めました。
観光でふらっと立ち寄られた方やプラネタ	

リウムを見るために来ました！と仰られた方、	
また授業で見た町内の児童生徒のみなさんな	
ど、幅広くたくさんの人に星や宇宙を身近に	
感じていただくきっかけになったと思います。
またプラネタリウムは、地域の学校の先生	

方に研修でご利用いただいたり、プラネタリ	
ウムの名前を友の会の方々が中心となり公募	
で決めたりと、星や宇宙との関わりだけでな	
く、人とのつながりを私たちに感じさせてく	
れました。
これからも、星を眺め感動していただくこ	

とを通して、みなさんとのつながりを大切に	
してゆきたいと思います。みなさんのお越し	
をお待ちしております。
【プラネタリ
ウム投影概要】
◇毎週土日祝
（中止の場合有）
◇午後２時～
◇予約不要
◇無料

歌
　
の
　
小
　
道

炭
焼
き
の
釜
跡
残
る
竹
の
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

風
の
出
て
心
の
騒
ぐ
竹
の
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

今
朝
の
秋
人
待
ち
顔
の
鉄
の
椅
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

一
夜
に
て
里
燃
え
た
た
せ
彼
岸
花
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

捨
て
置
け
ば
畑
一
面
の
蛍
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

湧
き
水
を
湧
か
す
鉄
瓶
秋
澄
め
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

体
育
の
日
の
取
り
出
し
て
鉄
亜
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
哲
夫

瓦
落
多
を
市
に
求
め
て
秋
半
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

新
米
を
鉄
鉢
に
受
け
托
鉢
僧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
廣

月
の
名
の
か
は
る
夜
毎
に
窓
を
開
け
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

竜
安
寺
仁
和
寺
巡
り
金
閣
へ

　
　
　
　
　
　
日
は
つ
れ
な
く
も
秋
の
風
吹
く
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

長
梅
雨
を
喜
こ
ぶ
ご
と
き
紫
の

　
　
　
　
　
　
葉
ご
と
の
陰
の
茄
子
の
な
り
ゆ
く
　
　
　
黒
西
葉
子

仏
壇
の
側
で
の
悪
口
気
が
咎
む

　
　
　
　
　
　
聞
か
れ
て
い
る
よ
な
そ
ん
な
気
が
し
て
　
河
野
昭
子

フ
リ
ル
つ
け
携
帯
袋
を
手
縫
い
せ
し

　
　
　
　
　
　
秋
の
け
は
い
の
山
登
ら
ん
に
　
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

雲
も
な
く
何
処
ま
で
続
く
青
き
空

　
　
　
　
　
　
淡
き
半
月
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

足
音
も
電
話
の
声
も
亡
夫
に
似
て

　
　
　
　
　
　
息
ら
は
た
し
か
に
親
父
の
顔
に
　
　
　
　
横
出
圭
子

さ
み
し
く
も
優
し
い
響
き
「
ま
た
い
つ
か
」

　
　
　
　
　
　
い
つ
か
は
き
っ
と
や
っ
て
来
る
か
ら
　
　
梶
谷
知
子

み
は
る
か
す
里
の
山
々
静
穏
に

　
　
　
　
　
　
猛
暑
に
耐
え
ん
と
雄
大
に
佇
む
　
　
　
西
佐
古
祐
子

点は

滴り

を
刺
す
白
い
ナ
ー
ス
の
横
顔
が
　

　
　
　
　
　
　
言
葉
な
く
と
も
厳
し
さ
を
見
る
　
　
　
笹
田
美
代
子

  学校だより
　保護者・地域の皆様の文化作品展示コーナ設置
	 野上小学校

本校では、二学期早々の
９月１日より職員室前に保
護者・地域の皆様の文化作
品展示コーナー（野小ギャ
ラリー）を設けました。ま
ずは、紀美野町文化協会の「ちぎり絵」及び「短歌
つゆくさ」の会員方々を中心に作品の提供をいただ
き約４０点を展示しています。

これは、子どもたちの情
操教育に役立てると同時に、
学校開放の一環として、保
護者や地域の皆様にお気軽
に学校へ立ち寄っていただ

けるきっかけになればと考えています。
地域の皆様の様々な作品（画・書・写真・パッチ
ワーク・工芸品等々）をお貸しいただければ展示さ
せていただきます。展示期間は約３ヶ月間で、年に
４回程度作品を入れ替えていきたいと考えています。
ご協力よろしくお願いいたします。
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平
成
22
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
実
施

11
月
９
日
は【
１
１
９
番
の
日
】

で
す火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時

季
を
迎
え
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
11
月
９
日
（
火
）

か
ら
11
月
15
日
（
月
）
ま
で
の
７

日
間
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は
万

全
で
す
か
・
・
・
こ
の
機
会
に
、

と
も
す
れ
ば
忘
れ
が
ち
と
な
る

「
火
」
に
対
す
る
警
火
心
の
高
揚

を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

去
る
９
月
９
日
か
ら
９
月
15
日

ま
で
の
救
急
医
療
週
間
に
ち
な
ん

で
町
民
の
み
な
さ
ま
の
救
急
業
務

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
と
共
に
、
救
急
医
療
関
係

者
及
び
職
員
の
士
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
必
要
で
す
！

■
な
ぜ
必
要
と
な
っ
た
の
？

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
建

物
火
災
に
よ
る
死
者
全
体
の
約
９

割
を
占
め
、
そ
の
約
６
割
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
で
亡
く

な
っ
た
方
の
約
７
割
が
「
逃
げ
遅

れ
」
で
、
よ
り
早
く
火
災
の
発
生

を
知
っ
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
方
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
消

防
法
及
び
市
町
村
条
例
が
改
正
さ

れ
全
国
一
律
に
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

■
い
つ
か
ら
設
置
す
る
の
？

新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
６
月

１
日
か
ら
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

既
存
の
住
宅
は
、
平
成
23
年
５

月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で

す
。

■
ど
こ
に
何
を
設
置
す
る
の
？

基
本
的
に
普
段
み
な
さ
ん
が
就

寝
し
て
い
る
部
屋
と
寝
室
が
あ
る

階
の
階
段
部
分
に
煙
式
を
設
置
す

る
の
が
義
務
化
の
範
囲
で
す
が
、

火
災
の
発
生
が
居
室
に
次
い
で
２

番
目
に
多
い
台
所
に
つ
い
て
も
、

今
回
の
義
務
化
に
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、設
置
に
努
め
て
下
さ
い
。

■
台
所
に
つ
い
て
は
、
何
を
選
べ

ば
い
い
の
？

店
頭
に
は
、
煙
式
と
熱
式
が
あ

り
ま
す
が
火
災
の
発
生
を
い
ち
早

く
知
る
為
に
は
、
炎
が
上
が
っ
て

か
ら
で
し
か
警
報
音
が
鳴
ら
な
い

熱
式
で
は
な
く
、
煙
式
を
選
ぶ
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
台

所
が
狭
く
煙
又
は
蒸
気
が
滞
留
す

る
時
は
、熱
式
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

■
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪
問

販
売
や
点
検
を
す
る
者
が
出
没
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国

の
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
購
入
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定
品
に
は
、「
鑑
定

マ
ー
ク
」
が
付
い

て
い
ま
す
の
で
購

入
時
の
目
安
と
し

て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
３
）

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

本
年
も
秋
季
火
災
予
防
運
動
実

施
に
伴
い
、
左
記
の
と
お
り
サ
イ

レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す
の
で
、
火

災
等
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

１
．
吹
鳴
日
時　

11
月
９
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
７
時
00
分

２
．
吹
鳴
方
法　

一
斉（
１
分
間
）

尚
、
海
南
市
内
に
お
い
て
は
11

月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
毎

日
午
後
９
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
火
災
等
と
間

違
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限  

受
講
し
よ
う
と

す
る
月
の
前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

９月６日（月）ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　西村医師）

９月10日（金）ドクターカー運用
（野上厚生病院　整形外科　保田医師）

９月９日（木）一日救急隊長
（野上厚生病院　内科外来　櫻井看護師）

９月14日（火）ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　神崎医師）

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

９月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 30（　） （　）

　（　）

30（　）
一 般 負 傷 ８（　） （　） ８（　）
交 通 事 故 １（　） １（　）

６（１） ６（１）
（　）

そ の 他 （　）
合 計 45（１） 45（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
12
月
５
日
（
日
）
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活
い

き生
い

きレシピコーナー（第５回）
「ホクホク・・」温かいお料理やスイーツが恋しい季節に

なってきました。
今月はお惣菜やお菓子に幅広く使える、「さつまいも」を

ご紹介します。
さつまいもはやせた土地でも手がかからず、作りやすい

作物で、江戸時代に食糧難の際の「救荒作物」として全国に
広まり、多くの人を救ってきた食べ物です。

いも類の中でもビタミンCが豊富で、一本（２００ｇ）で
一日の必要なビタミンCを摂取することができます。ビタ
ミンCはコラーゲンの生成を促進し、美肌効果があり、風
邪の予防にもなります。切った時に出る白い液状のものは
ヤラビンという成分で便通を良くしてくれます。

さつまいもの選び方として、ずっしりと重みがあり、で
こぼこが少なくツヤの良いものを選びましょう。寒さに弱
いので冷蔵庫での保存はしないでおきましょう。

近年、農作物が店頭では一年中買えるようになり、旬の
時期が分からなくなってきています、昔から「旬のものを
旬の時期に！」と言われているように、本来収穫出来る時
期に食べるのが一番美味しく食べられるのではないでしょ
うか。

さつまいもは一年中出回っていますが、今の時期は甘み
が増して一段と美味しくなってきています。特に紅赤系の
代表的な「金時」は粘りや甘みがあり人気品種です。

スイートポテト　材料と作り方（約10個分）
（材料）
　　さつまいも　　　大１本（３００ｇ）
　　砂糖　　　　　　５０ｇ
　　生クリーム　　　３０ｃｃ　　牛乳　　　３０ｃｃ
　　バター　　　　　２０ｇ
　　卵　　　　　　　小1個（焼き色用）
　　アルミカップ　　１０枚（直径５ｃｍ）

（作り方）
１、さつまいもは１ｃｍの輪切りにして柔らかくなるまで

蒸す　（電子レンジで加熱しても良いです）
２、熱いうちに皮を取り、目の細かいざるなどで裏ごしを

する
３、鍋に（２）と生クリーム、牛乳、バター、砂糖を入れ

弱火にかけ、ボッテリとなるまで練り混ぜる
４、形を整え、アルミカップに入れ、焼き色用のとき卵を

刷毛で塗り、２００度のオーブンで５分焼く
　　（表面に焦げ目がつけば出来上がりです）

「天高く馬肥ゆる秋」・・・手作り料理で食べることを楽
しみましょう

　産業課より

編 集 後 記
11月、この季節朝夕気温がぐっと下がります。風邪などひ

かないよう健康管理には十分気をつけたいものです。
また、今月は文化祭をはじめ農林商工まつりや世界民族
祭が開かれます。皆さん、「芸術の秋」「味覚の秋」を楽しん
でください。

紀美野町の人口

（平成22年9月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,851人
 …………　男　 5,055人
 …………　女　 5,796人
 …………数帯世 4,642世帯

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）

10月30日（土） 9:00 ～ 文化祭【～ 11月１日】 中央公民館・文化センター 生涯学習課 489-5915
11月 ３日 （水・祝） 13:00 ～ 町民大学講座 文化センター 生涯学習課 489-5915

６日（土）13:00 ～ 世界民族祭in真国【～ 7日(日)】 りら創造芸術高等専修学校 世界民族祭実行委員会 497-0749

８日（月）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【14日（日）・28日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

10日（水） 移動町長室【26日（金）】 美里支所 総務課　 489-5912

総務・税務室 495-3471

13日（土） 9:30 ～ 小川地区公民館文化祭【～ 14日】 小川地区公民館 小川地区公民館 489-4511

17日（水）13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館・美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471

21日（日） 9:30 ～ 囲碁・将棋大会 中央公民館 生涯学習課 489-5915

〃 10:00 和歌山県中学校総合体育大会駅伝競走大会 町内 野上中学校 489-2459

〃 14:00 ～ プラネタリウム臨時休止 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

23日 （火・祝） 9:00 ～ 農林商工まつり 文化センター 産業課 489-5901
〃 8:50 ～ 和歌山県ゲートゴルフ協会会長杯 農村センター 学事生涯学習室 495-9055

11月



2
0

1
0

. 1
1

　
広

報
き

み
の

　
第

5
9

号
編

集
・

発
行

　
紀

美
野

町
総

務
課

　
〒

６
４

０
−

１
1

９
２

　
和

歌
山

県
海

草
郡

紀
美

野
町

動
木

２
８

７

T
E

L　
０

７
３

−
４

８
９

−
５

９
１

２
F

A
X

　
０

７
３

−
４

８
９

−
２

５
１

０
http://w

w
w

.tow
n.kim

ino.w
akayam

a.jp

10月６日、農村総合センターゲートゴルフ場で紀美野町老人クラ
ブ連合会主催の第５回ゲートゴルフチャンピオン大会が開かれ、53
人の方々が秋晴れのもと熱戦を繰り広げました。

また、13日にはふれあい公園パークゴルフ場で第10回パークゴル
フ記念大会が開かれ、121人の会員がパークゴルフを楽しみました。

ゲートゴルフチャンピオン大会の結果
数字はスコアです。（敬称略）

10月８日、製薬会社のアストラゼネカ社（大阪市）の
社員48人が美里支所周辺で、紀美野町まちづくり推進
協議会が植樹した桜の苗木周辺の草刈りを行いました。

同社は、平成18年に「高齢化する村を応援するプロ
ジェクト」を立ち上げ、毎年、全国各地で清掃活動な
どの社会貢献に取り組まれております。本町での活動
は今年で５年目となります。

木の温もり広場（文化センター）で行われた開会式で
は、寺本町長から歓迎のあいさつがあり、社員の皆さ
んは体操で体をほぐした後、10班に分かれて徒歩で現
地に移動。まちづくり推進協議会の方の指導のもと約
１時間30分にわたり、鎌を使って草刈りを行いました。

また、作業終了後は木の温もり広場で懇親会が催さ
れ、社員の皆さんはまちづくり推進協議会の方々と交
流を深められました。

１１月２８日（日）は和歌山県知事選挙の投票日です。
みなさん、そろって投票しましょう。
投票日（選挙期日）の投票時間は次のとおりです。投票所入場券をご確認のうえ、お間違え

のないようお越しください。
第１投票所～第１１投票所　　午前７時～午後７時
第１２投票所～第２１投票所　午前７時～午後６時

※　選挙当日予定等があり投票所へ出向けない方は、期日前投票をご利用ください。
期日前投票は、１１月１２日（金）から１１月２７日（土）まで、毎日午前８時３０分から
午後８時まで役場本庁で投票できます。

【男性】　　
優　勝　吉田　頴弘（毛原中）43
準優勝　中本　侑喜（毛原中）46
３　位　中家　忠詞（福　田）48

【女性】
優　勝  井上満智子（福　田）48
準優勝  妹背トモコ（神野市場）53
３　位  田伏カズヨ（下佐々）53

紀美野町老人クラブ連合会　主催

上位入賞者の皆さん

桜の苗木周辺の草刈りをする社員ら

アストラゼネカ社

秋晴れ
のもと

ゲートゴルフ・パークゴルフ大会
開かれる!!

「わかやまの 未来へ届く この一票」
和歌山県知事選挙　投票日　１１月２８日（日）

桜を大切に育てよう!!～草刈りボランティア～


